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緒
方
洪
庵
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
蘭

学
塾
（
私
塾
）
適
々
斉
塾
（
適
塾
〗

閏

そ

の

主

標

を

蘭
P

医
学
の
研
修

と
し
な
が
ら

f

オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
じ

て
西
洋
文
化
の
修
得
に
あ
っ
た
こ
と

竺
適
塾
に
学
ん
だ
多
く
の
逸
材
の

続
出
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
明
治
維
新
の
興
隆
に

寄
与
貢
献
し
た
こ
と
は
大
で
あ
り

f

歴
史
の
証
明
す
る
と
こ
ろ
て
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
浪
速
の
地
に
生

を
享
け
る
人
々
は
先
人
の
偉
業
を
偲

尺
さ
ら
に
大
阪
に
活
力
を
取
戻
す

た
め
に
も
こ
の
際
先
人
の
築
い
た
偉

業
に
思
い
を
新
た
に
し
て

f

府
民
励

カ
一
大
菅
起
を
致
し
た
い
も
の
て
あ

る。
緒
方
洪
庵
と
適
塾
の
推
移

適
塾
は
大
阪
市
東
区
北
浜
三
丁
目
三

0
番
地
所
在
、
史
跡
喰
重
要
文
化
財

で
あ
る
。

最
初
一
八
三
八
（
天
保
九
）
瓦
町
に

私
塾
（
官
学
に
対
し
）
と
し
て
開
き
、

次
い
て
一
八
四
三
（
天
保
一
四
）
過

書
町
の
町
家
で
あ
っ
た
現
在
地
に
移

っ
た
。
建
物
木
造
一
部
二
階
建

f

面
積
二
八
五
茄
延
面
積
四
一
七
2
m

と

と

結

婚

し

ま

九
、
誉
れ
高
い
賢
婦
人
の
内
助

の
功
を
う
け
た
。

一
八
六
二
（
文
久
二
）
江
戸
幕

府
の
奥
医
師
兼
西
洋
医
学
所
頭

取
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

翌
一
八
六
三
（
文
久
三
）
没
す
。

維
新
黎
明
期
に
活
躍
、
適
塾
に
学

ん
だ
主
な
人
材

村
田
蔵
六
（
後
の
大
村
益
次
郎

' 

九
日
完
工
式
を
行
っ

緒
方
洪
庵
略
歴

時
代
江
戸
末
期

三
ロ
一
三
―
―

の
人
（
現
岡
山
市
）

洪
庵

長
与
専
斎

内
務
省
初
代
衛
生
局
長

f

衛

生
行
政
の
確
立
者

緒
方
洪
庵
の
主
た
る
著
書

一
ぶ
疫
学
通
論

三

0
巻

ド
イ
ツ
医
ペ
ル
リ
ン
大

教
授
フ
ー
フ
ニ
ラ
ン
ト
の

著
書
の
訳

扶
氏
医
戒
の
略

現
代
に
通
ず
る
医
業
の
本
体

を
記
述
し
た
の
み
な
ら
ず
時

代
を
超
越
し
た
万
人
へ
の
戒

と
す
べ
き
高
邁
な
思
想
の
発

露
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ケ
条
に
分
つ

f

そ
の
一

と
し
て
活
躍

昭
和
五
十
一
年
十

）
兵
制
の
創
始
者

佐
野
常
民

日
本
赤
十
字
社
初
代
社
長

大
鳥
圭
介

函
館
五
稜
廓
の
変
に
投
じ

が
後
ゆ
る
さ
れ
て
外
交
官
と

し
て
活
躍

橋
本
左
内

人
の
為
に
生
活
し
て
己
の
た

め
に
生
活
せ
ざ
る
を
医
業
の

本
体
と
す
安
逸
を
思
い
づ
名

利
を
顧
み
す
唯
お
の
れ
を
す

て
て
人
を
救
は
ん
こ
と
を
希

ふ
次
て
人
の
生
命
を
保
全
し

人
の
疾
病
を
復
治
し
人
の
志

苦
を
寛
解
す
る
の
外
他
事
あ

る
こ
と
の
あ
ら
す

以
下
十
一
ケ
条
省
略

発
展
の
経
過

蘭
学
草
創
の
経
過
を
大
槻
玄
沢
二

七
五
ピ
宝
暦
七
ー
一
八
二
七

f

文

政
一

0
)
江
戸
時
代
中
期
の
蘭
学
者

が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
白
石
新
井
先
生
に
草
創
さ
れ
昆
陽

青
木
先
生
に
中
興
し
蘭
化
前
野
先
生

い
さ
い

に
休
明
し
鶉
斉
杉
田
先
生
（
註
四
）

に
隆
盛
す
」
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
の

大
槻
は
杉
田
、
前
野
に
学
び
さ
ら
に

長
崎
に
遊
ん
で
本
吉
吉
雄
ら
の
通
詞

か
い
て

（
通
訳
）
に
従
学
し
て
「
蘭
学
楷
悌

を
あ
ら
わ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法

的
学
習
の
道
を
開
き
「
解
体
新
書
」

を
修
訂
し
て
「
重
訂
解
体
新
書
」
を

刊
行
高
ま
た
家
塾
「
芝
蘭
堂
」
を
開

き
多
く
の
門
人
を
養
成
し
橋
本
宗
吉

f

宇
田
川
玄
真

f

稲
村
三
泊
、
山
村
昌

定
小
石
元
俊
ら
全
国
に
及
び
蘭
学

の
主
流
を
な
す
に
至
っ
た
。

「
蘭
学
」
の
「
呼
称
」
の
始
め

前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白

f

中
川
淳
庵

r

桂
川
甫
周
ら
の
手
に
よ
る
有
名
な
「

解
体
新
書
」
（
註
三
）
が
一
七
七
四

（
安
永
三
）
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

西
洋
解
剖
学
の
知
識
が
学
問
的
で
あ

り
こ
の
記
述
の
過
程
に
お
い
て
自
分

逹
の
成
果
を
「
蘭
学
」
と
呼
ん
だ
。

こ
れ
が
「
臀
手
」
名
称
の
始
ま
り
で

あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

蘭
学
の
素
地

江
戸
時
代
の
一
六
一
五
（
元
和
元
）

頃
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
じ
て
行
な

わ
れ
た
西
洋
諸
科
学
、
特
に
医
学
は

そ
の
中
心
を
な
し
た
も
の
で
西
洋
事

情
に
関
す
る
研
究

f

知
識
を
吸
収
し

た
。
そ
の
内
容
は
医
学
、
本
草
学
、

天
文
暦
学
、
物
理
化
学

f

地
理
学
な

ど
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
わ
た
っ
て
い
た
。

十
七
世
紀
初
め
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と

の
交
渉
が
始
ま
っ
て
以
来
「
長
崎
出

島
」
（
註
二
）
を
拠
点
と
す
る
オ
ラ

ン
ダ
商
館
の
門
戸
を
通
じ
て
、
オ
ラ

ノ
ダ
人
医
師
に
よ
っ
て
文
化

f

学
術

特
に
医
学
が
急
速
に
そ
の
道
を
開
か

れ
る
に
至
っ
た
。
徳
川
吉
宗
の
時
代

に
は
い
っ
て
冷
幕
府
権
力
の
擁
護
策

と
し
て
？
オ
ラ
ン
ダ
商
人
を
通
じ
て

西
洋
の
知
識
を
得
よ
う
と
し
、
自
然

科
学
の
奨
励
、
施
設
の
特
徴
で
あ
っ

た
殖
産
興
業
な
ど
を
重
視
し
蘭
学
の

発
展
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

胃
私
学
（
塾
）
の
別
と
適
塾
の

特
色

官
学
は
も
と
も
と
幕
府
又
は
藩
の
庇

護
下
に
お
い
て
設
立

f

経
営
さ
れ
た

学
問
教
育
機
関
で
あ
る
の
に
対
し

r

私
学
（
塾
）
は
一
部
の
す
ぐ
れ
た
指

導
者
に
よ
っ
て
自
ら
信
ず
る
学
派
或

い
は
流
派
を
自
己
の
努
力
、
経
営
又

は
町
人
ら
の
援
助
の
も
と
に
行
っ
た

学
問
、
教
育
の
場
所
で
あ
る
と
解
す
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一
八
三
一
年
天
保
二
年
二
月

一
八
三
六
年
天
保
七
年
二
月

一
八
三
八
年
天
保
九
年
一
月

九
年
七
月

一
八
四
三
年
天
保
一
四
年

一
八
二
八
年
文
政
九
年
七
月

新
へ
の
「
夜
明
け
前
の
日
本
」

日
本
国
へ
の
礎
を
創
り
あ
け
た
も
の

と
評
価
す
る
も
過
言
に
失
す
る
こ
と

な
く
、
そ
の
功
績
は
永
遠
に
明
星
の

如
く
輝
く
金
字
塔
て
あ
る
と
共
に

P

吾
等
後
続
の
良
速
人
の
誇
り
て
も
あ

り
万
有
形
焦
形
の
資
度
て
も
あ
り

f

長
く
こ
の
精
神
は
保
持
さ
九
な
け
九

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

る

べ
き
か
。

緒
方
洪
庵
の
設
立
し
た
「
適
塾
」
は
唸

当
時
浪
速
の
豪
商

f

天
王
寺
屋
五
兵

術
（
註
一
）
の
財
政
的
援
助
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
学
習
方
法
の

特
色
は

f

納
生
逹
の
自
己
批
判
即
ち

そ
の
日
そ
の
日
の
進
歩
の
状
尻
に
応

じ
て
席
次
の
入
替

f

抜
擢
か
厳
に
行

な
わ
れ
る
と
い
う
微
虞
し
た
教
肯
が

行
な
わ
九
唸
塾
生
逹
の
向
学
心
を
か

り
た
て
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
浪
速
の
一
角

所

在

す

の

明

る

安
治
川
唸

佐
塩
川
冤
大
川

ァ

る

岡
山
昇

八
一
八 八 八

生
活
を
営
む
も
の
に
と
っ
て
、
親
し

み
深
く
且
つ
日
夜
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
翌
太
閤
秀
吉
築
城
の
「
大
阪

戚
」
四

0
0年
に
当
り
こ
れ
を
迎
え

る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。

は
一
五
八
三
年
（
天
正
十

の

最
大
の
利
益
を
あ
げ
た
。

註
三解

体
新
書

「
解
体
新
書
」
の
原
書
は
ト
イ
ッ
医

学
者
ク
ル
ム
ス
]
,
A
,
K
u
!
 m
u
s
の
「

解
剖
学
図
譜
」
を
も
と
と
し
、
一
七

七
一
（
明
和
八
）
前
野
良
沢

f

杉
田

玄
白
ら
が
江
戸
千
任
骨
が
原
（
刑
場

小
塚
原
）
の
腑
分
け
（
人
体
解
剖
）

を
見
学
、
翻
訳
を
企
て
一
七
七
四
（

（
安
永
三
）
杉
田
玄
白
の
名
を
も
っ

て
完
成
刊
行
し
た
。

註
四

二
七
三
三

1
一
八
一
七
）

の
蘭
医
、
学
者
前
野
良
沢

と

共

字

（

オ

ラ

ン

ダ

系

の

学

問

）

の
創
始
者
若
狭
小
浜
藩
の
蘭
医
家
に

生
る
。
一
七
七
一
（
明
和
八
）
前
野

良
沢
ら
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
書
（

ド
イ
ン
人
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
図
譜
の

オ
ラ
ン
ダ
訳
書
）
の
翻
訳
に
と
り
か

か
り
完
成
、
一
七
七
四
（
安
永
三
）

「
解
体
新
書
」
を
刊
行
、
こ
れ
は
日

本
最
初
の
困
洋
医
学
言
の
翻
訳
書
で

あ
る
と
さ
九
て
い
る
。
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